
質
問
一

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

二

支
援
体
制
に
つ
い
て
。

三

「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
に
つ
い

て
の
市
の
見
解
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

農
業
振
興
施
策
と

し
て
耕
作
放
棄
地
面
積
解
消
の
目
標
値

を
設
定
し
た
。
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農

地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
指
導
し
て

お
り
、
２０
年
度
の
３７
㌶
か
ら
２４
年
度
は

２０
㌶
に
耕
作
放
棄
地
は
減
少
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
市
内
の
農
地
が
小
規
模

で
分
散
傾
向
で
あ
り
、
資
産
と
し
て
保

有
す
る
傾
向
に
あ
る
。

二

支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民

農
園
開
設
、
新
規
就
農
者
へ
の
農
地
提

供
、
農
地
銀
行
に
よ
る
情
報
提
供
を
実

施
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
企
業
か
ら
農
業
経
営
の

話
が
あ
り
、
農
地
の
斡
旋
・
調
整
を
し

て
い
る
。

三

国
の
進
め
る
集
積
土
地
利
用
型
農

業
で
競
争
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
小
規

模
分
散
農
地
の
鶴
ヶ
島
で
は
難
し
い
。

安
心
で
安
全
な
お
い
し
い
鶴
ヶ
島
農

産
物
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
そ
れ

ら
を
活
用
し
た
加
工
・
特
産
化
や
、
農

業
の
観
光
化
な
ど
で
付
加
価
値
を
高
め

て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

商
店
街
と
地
域
の

活
性
化
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
一

（
通
称
）
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
の
責
務
は
。

二

先
行
に
な
っ
た
東
武
鉄
道
越
生
線

武
州
長
瀬
駅
の
橋
上
化
の
経
緯
は
。

三

一
本
松
駅
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
と
南

側
改
札
口
の
開
設
の
関
係
は
。

四

鉄
道
事
業
者
で
あ
る
東
武
鉄
道
㈱

の
一
本
松
駅
の
橋
上
化
に
対
し
て
の
見

解
は
。

五

一
本
松
駅
橋
上
化
に
関
わ
る
費
用

の
負
担
割
合
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
、
一
日
当

た
り
の
利
用
者
数
が
３
０
０
０
人
以
上

の
鉄
道
駅
等
に
つ
い
て
、
段
差
の
解
消
、

視
覚
障
害
者
の
転
落
防
止
設
備
や
誘
導

用
ブ
ロ
ッ
ク
、
障
害
者
対
応
型
便
所
の

設
置
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

二

長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区
整
備
事
業

に
よ
り
、
駅
舎
等
整
備
工
事
の
基
本
協

定
を
東
武
鉄
道
と
毛
呂
山
町
が
締
結
し
、

工
事
に
着
手
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三

用
地
を
早
期
に
確
保
し
、
使
用
開

始
に
努
め
る
。
南
側
改
札
口
の
開
設
は
、

利
用
者
の
安
全
確
保
の
施
設
管
理
上
の

課
題
か
ら
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

四

一
本
松
駅
の
南
側
と
北
側
の
駅
前

整
備
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
市
と
し
て

東
武
鉄
道
㈱
と
協
議
を
行
う
。

五

東
武
鉄
道
㈱
と
し
て
は
、
経
費
は
、

請
願
者
負
担
を
前
提
と
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

現在の一本松駅南側

耕
作
放
棄
地
の
再
生
に

つ
い
て

松
尾

孝
彦
議
員

平
成
２４
年
度
の
耕
作
放
棄
地
は
減
少

市も積極的に努力をする

杉田 恭之 議員

一本松駅の橋上化に
ついて

里 芋 畑
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